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第６学年 社会科学習指導案

指導者

１ 単元名（小単元名）

～川上音二郎からのぞく自由民権運動～

明治維新から世界の中の日本へ

２ 指導観

３ 単元カリキュラム

こんな子どもたちだから
○ アンケートでは，子どもたちの 40％が，「明治時代の富国強兵や文明開化について知っている」，30％
が「板垣退助や伊藤博文などの業績について知っている」と答えており，これまでの歴史学習を通し
て，歴史上の人物やその時代の様子などへの関心が高くなってきており，本やテレビ番組などからも
いろいろな知識を得ようとしている。 （意欲・関心）

○ 教科書や各種資料（年表・絵図・統計）などから自分の考えに必要な資料を収集し，根拠をもとに
友達と聴き合い活動をしたり，社会的事象（事実）とその背景を関連付けながら考えを再構成したり
してきている。 （学び方）

○ 前単元では，聴き合い活動を通して江戸幕府の行った政策によって武士の時代が安定したことや，
町人文化が栄え，新しい学問が起こったこと，江戸時代を生きた人々の工夫や努力，願いなどについ
て理解してきており，社会事象からその時代背景を考えることができるようになってきている。（認識）

こんな手立てで（方法）
○つかむ段階では

幕末と明治の社会の様子を比

較しながら川上音二郎と出会い，

学習問題を設定する。学習問題

に対する予想を聴き合い，自分

の課題を把握し，自己評価をも

とに課題追究に必要な学習計画を立てる。

○さぐる段階では

図書館のＮさんと出会い，当時の社会の動

きや人々の様子についての話を聴いたり，資

料を集めたりする。調べたことを表現物にま

とめ，同質グループで聴き合い活動をし，自

分の考えに自信をもったり，根拠となる考え

を増やしたりする。

○あらわす段階では

「明治政府の政策への批判」や「文明開化

による新しい考え方」の異なる立場で学習問

題についての考えを聴き合い，相手の考えの

よさを受け入れながら合意点をもとに自分の

考えを再構成する。また，ポートフォリオを

もとに自分の考えの変容を振り返り，自由民

権運動の広がりが憲法の制定につながり，近

代国家としての社会の仕組みを整える上で大

変重要な意味をもっていたことを理解する。

目指す子どもの姿
◎ 総合図書館のＮさんとのかかわりを通して，「オッペケペー節」が人々の間で大流行した明治の社会
背景に関心をもち，自由民権運動の広がりについて意欲的に調べることができる。 （意欲・関心）

◎ 年表や絵図，文章資料等を活用して調べ，表現物をもとに考えの根拠を示しながら聴き合い，社会的
事象と背景を関連付けながら考えを再構成することができる。 （学び方）

◎ 聴き合い活動を通して，自由民権運動の広がりとともに「オッペケペー節」が人々の間で流行し，欧

米の文化を取り入れながら日本の近代化が推し進められたことを理解することができる。 （認識）

こんな教材を使って

○単元のねらい

本単元は，「川上音二郎の「オッペケペー節」

を通して，明治政府の政策に対する人々の思い

や願いをとらえるとともに，自由民権運動の広

がりが近代国家としての社会の仕組みである

憲法発布につながっていったことを理解する

こと」をねらいとしている。

○学習指導要領への意義

本単元では，川上音二郎に詳しい福岡市総合

図書館のＮさんと川上音二郎の生き方を通し

て明治時代の歴史を学ぶ。このような人物を教

材として取り上げることは，人物の働きを共感

的に理解することを通して我が国の歴史や伝

統を大切にし，国を愛する心情を育てるという

点で価値高いと考える。

○テーマへの意義

子どもたちにとって，人物とかかわり，地域

の先人の業績を通して歴史を学ぶことは，歴史

学習への意欲や関心を高め，明治政府の政策や

政府に対する人々の願いをより具体的に考え

ることが期待できる。したがって，現代社会の

多様な価値観の中で生きていく子どもたちに

考える力を身に付け，豊かな学びにつなげてい

くという点で意義深いと考える。

Ｎ(ＧＴ)さん
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３ 単元カリキュラム

〈考えB〉〈考えＡ〉
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次単元

・明治政府の行っ

た政策によって，

人々の生活が苦し

くなり，批判が高

まったから

・文明開化によっ

て，人々の間に欧

米の新しい考え方

が広がり，言論に

よる運動が高まっ

たから

○主な聴き合い活動

学習問題「川上音二郎の「オッペケペー節」

が，人々の間で大流行したのはなぜだろう。」

について，友達の考えのよさを受け入れなが

ら，自由民権運動が広がっていった明治時代

の社会背景について自分の考えを深めてい

る。

○主なポートフォリオ評価

学習問題についての自分の考えをポート

フォリオをもとに想起しながら，友達の考え

のよさを受け入れることで自分の見方・考え

方を付加・修正・強化し，聴き合い活動を通

して自分の考えを深めている。

・ 年 表

（①）

・徴兵令

（②）

・地租改

正（③）

・野口さ

んの話

・解放令

（筑前竹

槍一揆）

・秩父事

件（④）

・伊藤博

文の考え

（⑤）

・「オッペ

ケ ペ ー

節」の歌

詞（⑥）

・文明開化

（⑦）

・「学問の

すすめ」

（⑧）

・年表（⑨）

・野口さん

の話

・板垣退助

の考え（民

選議員設

立の建白

書）（⑩）

・自由民権

運動の取

り締まり

（⑪）

・武力から

言論への

転換（⑫）

〈根拠〉 〈根拠〉

社会科部テーマ

人物とのかかわりを通して考える力を育てる社会科学習

（考えＡの資料） （考えＢの資料）

自由民権運動の取締

学問のすすめ

資料②：徴兵令資料①：年表

資料④：筑前竹槍一

揆・秩父事件

資料③：国の収入に占める地租の割合

資料⑤：伊藤

博文の国づ

くり

資料⑫：西南戦争

資料⑦：文明開化 資料⑧

資料⑪
資料⑥

「オッペケペー節」の歌詞

板垣退助の民選議

員設立の建白書

資料⑨：年表 資料⑩



89

４ 指導計画 (計１１時間)

段

階
主な学習活動と内容

評価規準と子どもの姿

◇＝評価規準 ・＝意識

指導上の留意点と評価方法

○＝留意点 ◆＝評価方法

配

時

つ

か

む

１ 様々な事実と出会い，学習

問題をつくる。

(1) 黒船の来航による影響

について調べる。

黒船の来航による影響

・外国と結んだ不平等条約

・幕府の力の衰え

・開国と大政奉還

(2) 新政府の政策や人々の

くらしの変化を調べ，学習

問題をつくり，自分の課題

をもつ。

・大久保利通のめざした国づ

くりと諸改革

・富国強兵と文明開化

・人々のくらしの変化

西南戦争

政府軍の勝利

武力から言論へ

自由民権運動

・自由民権運動が広がるころ

に，川上音二郎の「オッペ

ケペー節」が人々の間で大

流行した事実を知る。

２ 聴き合い活動をし，自分の

課題を明確にし，見通しをも

つ。

(1) 学習問題について聴き

合い，課題を明確にする。

・学習経験，生活経験からの

予想

(3) 聴き合い活動をし，自

分の課題を明確にする。

◇武士の世の中から新しい

時代への変化について関心

をもち，黒船の来航による影

響について考えている。

・武士たちが何だか慌ててい

るぞ。

・このころの外国船は長崎に

しか出入りできなかったは

ずだよ。

・ペリーはどんな目的で日本

に来たのだろう。

・黒船の来航で，江戸幕府の

鎖国政策が終わったんだな。

◇新しい国づくりに活躍し

た人々に関心をもち，明治政

府の諸改革について意欲的

に調べている。

・大久保利通はどんな世の中

を目指して改革を行ったの

だろう。

◇明治政府の目指した国づ

くりと，それぞれの諸改革が

人々に及ぼした影響につい

て考えている。

・欧米諸国のやり方がくらし

の中に入ってきたんだな。

◇「オッペケペー節」が流行

した理由について，当時の社

会背景から予想している。

◇考えマップに自分の考え

を記入し，分類している。

○新しい時代への変化に関

心がもてるように，資料を提

示したり，社会的事象と背景

をつないで考えさせたりす

る。 《支援⑥⑨》

◆発言・学習プリント分析

▲黒船来航

▲文明開化

○川上音二郎の「オッペケペ

ー節」に関心をもち，課題意

識や追究意欲を高めるため

に，学習問題づくりの資料の

内容や提示の仕方を工夫す

る。 《支援⑧⑨》

◆学習プリント分析

○考えマップに自分の考え

を書かせ，根拠を示しながら

発表させる。 《支援④⑨》

◆ポートフォリオ分析

１

２

１

交流活動①

●全体

・相違点をもとに課題を

明らかにする聴き合い活

動

学習問題 ：川上音二郎の「オッペケペー節」が，人々の間

で大流行したのはなぜだろう。

〈子どもの予想〉

○明治政府の政策で生活が苦しくなったから。

○欧米の新しい考え方が民衆にも広がったから。

【考えＡ】

・明治政府の行った政策によ

って，人々の生活が苦しくな

り，批判が高まったから。

【考えＢ】

・文明開化によって，欧米の

新しい考え方が広がり，言論

による運動が高まったから。

黒船来航の絵

文明開化の絵

オッペケペー節をう

たっている川上音二

郎の絵
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(2) 調べる内容・方法を決

め，学習計画を立てる。

３ 学習計画に沿って調べ，表

現物に考えを整理する。

・ 福岡市総合図書館のＮさ

んの話を聴く。

・ 自由民権運動について資

料集やインターネットなど

を活用して調べる。

・ 政府の考えや民衆の願い

について調べる。

４ 表現物をもとに，中間交流

をする。

(1) 聴き合い活動をし，不十

分な点を補う。

(2) 表現物の整理をし，自分

の考えをまとめる。

５ 「オッペケペー節」が流行

したわけについて全体交流

をする。

(1) 聴き合い活動をし，友達

の考えのよさから共通点，

合意点を見付ける。

学習問題

(2) 聴き合い活動をもとに，

自分の考えを再構成する。

６ 単元全体を振り返る。

○ 「オッペケペー節」を作

り， 自分の生活や将来へ

の思いを表す。

◇これから追究していく自

分の課題を把握している。

・自由民権運動ってどんな運

動だったのだろう。

◇自分の課題に取り組み，意

欲的に追究している。

・「オッペケペー節」には，

どんな願いが込められてい

るのかな。

・当時の社会の様子と音二郎

の行ったことを比べてみよ

う。

◇調べたことをもとに，自分

の考えを考えマップやフリ

ップに整理している。

◇友達と意欲的に聴き合い，

自分の考えを付加・修正・強

化している。

・友達の考えを取り入れて，

もう一度考えをまとめよう。

◇根拠を明らかにしながら，

分かりやすく相手に伝える

工夫をしている。

・友達の考えと根拠がつなが

っているか，しっかりと聴こ

う。

・自分の考えや根拠とどこが

違うのかな。

・考えのよさや共通点を考え

マップに書き加えよう。

◇聴き合い活動をして，これ

までの自分の考えを振り返

ったり，見直したりしながら

学習問題の答えについて考

えている。

・音二郎の「オッペケペー節」

には，よりよい社会を願う気

持ちがつまっているんだな。

◇合意点をもとに自分の考

えを再構成し，考えの変容を

とらえている。

◇学習を生かして，自分の生

活や将来への思いを「オッペ

ケペー節」で表現している。

・音二郎のように自分たちの

生活をよりよくする歌を歌

おう。

◆自己評価カード分析

○個に応じた追究を可能に

するために，課題別に内容や

方法を交流させる。

《支援①⑤》

◆学習プリント分析

○自分の考えの根拠となる事

実を中心に集めさせる。

《支援③⑧》

◆考えマップ・フリップ分析

○同質グループで事前に交流

させ，中間交流に備えさせる。

《支援②⑤》

◆ポートフォリオ分析

◆自己評価カード分析

○異質グループで交流させ，

共通点を見つけさせる。

《支援④⑨》

◆考えマップ分析

○ポートフォリオで振り返ら

せながら合意点を考えさせ

る。 《支援⑥⑧》

◆ポートフォリオ分析

◆自己評価カード分析

○板書やポートフォリオを振

り返らせ，学習問題に対する

自分の考えを再構成させる。

《支援⑤⑦》

◆考えマップ・発言分析

○自分の生活や将来への願い

や期待を考えさせる。

《支援②⑤》

◆ポートフォリオ分析

３

１

１

本

時

１

１

さ

ぐ

る

あ

ら

わ

す

交流活動②

●同質グループ

・不十分な点を補い，考

えを整理する聴き合い活

動

交流活動③

●異質グループ・全体

・考えのよさを見つけ，

共通点・合意点をもとに

考えを再構成する聴き合

い活動

＜共通点＞

・政府の政策に不満をもって

いる。

・自分たちの声を政府に届け

たい。

合意点

【考えＢ】

・文明開化

による新し

い考え方

【考えＡ】
・政府の政
策による生
活苦への批
判
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５ 本時

聴き合うことを通して，「オッペケペー節」の流行した当時の社会について考えさせる場面

（９／１１）

６ 本時の目標

○ 「オッペケペー節」が大流行したわけについて聴き合い，我が国は明治維新や文明開化など，欧米の

文化を取り入れつつ近代化を進めてきたことを理解できる。 （学習指導要領から）

○ 聴き合い活動を通して，自分の考えと友達の考えを比べたり，ポートフォリオをもとに自分の考えを

振り返ったりしながら，「オッペケペー節」が大流行したわけについて考えを深めることができる。

（テーマから）

７ 本時の授業仮説

８ 本時指導の考え方

○本時のねらい

本時は，学習問題の答えについて，互いの考えを聴き合うことを通して，友達の見方・考え方のよさに

気付き，「オッペケペー節」が人々の間で大流行した当時の社会背景ついて考えさせることをねらいとし

ている。

前時までに子どもたちは，学習問題「川上音二郎の「オッペケペー節」が，全国で大流行したのはなぜ

だろう。」に対する２つの考え〔Ａ：明治政府の行った政策によって，人々の生活が苦しくなり，批判が

高まったから〕と〔Ｂ：文明開化によって，欧米の新しい考え方が広がり，言論による運動が高まったか

ら〕について，自分なりの課題をもって意欲的に追究してきており，自分の考えとその根拠となる資料を

表現物にまとめ，同質グループで聴き合い活動をしてきている。

○交流活動の工夫について

まず，考えＡと考えＢそれぞれの立場でグループでの聴き合い活動を行う。これは，違う考えの友達と

聴き合うことで，友達の考えと根拠のつながりを確かめることと同時に，共通点「政府の政策に対して不

満をもち，自分たちの声を政府に届けて世の中を変えたい。」を導き出すためである。そのために，発表

者には，考えを整理したフリップとその根拠となる資料をまとめたポートフォリオを指しながら相手に分

かりやすく伝えさせる。聴き手には，学習問題に対して友達の考えと根拠に妥当性があるかを「考えのよ

さ」として聴かせ，発表者に確かめと質問をさせる。

次に，共通点を受けて全体での聴き合い活動を行う。その際，明治政府の政策や日本で起こっている自

由民権運動を諸外国はどう思っているのかを考えさせることで合意点を導き出させ，「オッペケペー節」

が大流行した背景を考えさせたい。子どもたちには前単元での学習をポートフォリオで振り返らせながら

考えさせ，教師は子どもたちの思考をうながす資料を提示する。

最後に，合意点をもとに自分の考えの変容を振り返らせ，自己評価カードを書かせる。

○評価活動の工夫について

前時学習までに自分の考えを蓄積したポートフォリオを，本時では次の３点で活用させる。①グループ

での聴き合い活動における発表補助資料②全体での聴き合い活動における関係資料③自己評価時におけ

る自分の考えの変容を振り返るための比較資料である。この３点でポートフォリオ評価活動を行うことで，

友達の考えのよさを見いだし，合意点から自分の考えに取り入れたいものを考えマップや自己評価カード

に書かせ，考えの変容をつかませることができると考える。このように評価活動を工夫することで，友達

との対話を通して学習することへの価値と期待感を高めたい。

・規準に満たない子への支援

本時では，明治維新後の諸改革が人々の生活やその後の政策に及ぼした影響を考えさせる。従って，相

手の考えのよさを受け入れさせながら，前単元で学習した江戸時代の社会背景と比べさせることで，自分

の考えに付加・修正・強化できるものをとらえさせたい。

９ 準備

指示棒，各種資料（年表，写真，絵図等），フリップ，考えマップ，ポートフォリオ，自己評価カード

自分の考えを再構成する聴き合い活動と，自分の考えの変容を振り返るポートフォリオ評価活動を行え

ば，政府の政策による民衆への影響や文明開化によって民衆の中にも欧米の新しい考え方が広がったこと

を理解し，明治政府が欧米諸国に対する遅れを取り戻すために推し進めた富国強兵政策と民衆による自由

民権運動の広がり等の面から「オッペケペー節」が流行した社会背景を考えることができるであろう。
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１０ 本時の展開

学習活動と内容 教師の支援 評価基準 資料

１ これまでの学習を振り返り，本時の

めあてをつかむ。

２ 聴き合い活動をする。

(1) 異質グループで聴き合う。

○ 自分の考えと友達の考えを比べ，

考えのよさを見つける。

○ 考えマップに書き加える。

(2) 全体で聴き合う。

(3) 友達の考えのよさをもとに，自分

の考えを見直す。

３ 合意点をもとに自己評価カードを

記入し，発表する。

４ 次時の学習を知る。

○ 自己評価カードをもとに，学習問

題についての考えを再構成するこ

とを伝える。

○本時のめあてを確

認し，学習の見通しを

もたせる。

○考えの違いが視覚

的にわかるように板

書の構成を工夫する。

○考えと根拠の妥当

性を「考えのよさ」と

して，受け入れられる

ものをマップに書き

加えるようにうなが

す。

○諸外国が日本をど

う見ているのか考え

させ，合意点を導くた

めの資料を提示する。

○はじめの考えを振

り返らせ，考えの変容

を中心に自己評価カ

ードに書かせる。

基準Ａ 基準Ｂ
「オッ

ペケペ

ー節」

の音二

郎の拡

大図

「オッ

ペケペ

ー節」

の映像

資料

フリッ

プ

考えマ

ップ

ポート

フォリ

オ

自由民

権運動

の広が

りを示

す風刺

画

諸外国

の日本

に対す

る見方

がわか

る風刺

画

自己評

価カー

ド

・ポートフォ

リオを活用し

ながら自分の

考えを筋道立

てて発表し，

相手に分かり

やすく伝えて

いる。

・ポートフォ

リオで前単元

とつなぎなが

ら，自由民権

運動か広がっ

た背景につい

ての自分の考

えを筋道立て

て 伝 え て い

る。

・「オッペケペ

ー節」が大流

行したわけに

ついて，自分

の考えを 2 つ

以上の点から

見 直 し て い

る。

・ポートフォ

リオの資料を

指しながら自

分の考えを発

表し，相手に

伝えている。

・自由民権運

動が広がった

背 景 に つ い

て，自分の考

えを筋道立て

て 伝 え て い

る。

・「オッペケペ

ー節」が大流

行したわけに

ついて，自分

の考えを見直

している。

本時のめあて ：「オッペケペー節」が流行したわけについて聴き合い，友達の考えのよさを見

付け，自分の考えを深めよう。

基準Ｂに達しない子への支援

・ポートフォリオで振り返ら

せ，江戸時代までの日本の社

会のしくみや文化の変化に目

を向けさせる。

学習問題 ：川上音二郎の「オッペケペー節」が人々の間で流行したのは，なぜだろう。

＜合意点＞

政府の政策に不満をもった民衆は，よりよい生活を願って，自由民

権運動を広げていき，欧米に追いつきたい政府も自由民権運動を認め

ざるを得なかったことが「オッペケペー節」の大流行につながった。

【考えＡ】

・明治政府の行った政策によっ

て，人々の生活が苦しくなり，

批判が高まったから。

【考えＢ】
・文明開化によって，欧米の
新しい考え方が広がり，言論
による運動が高まったから。

《根拠の例》

・農民の蜂起

・徴兵令

・地租改正

《根拠の例》

・文明開化

・「学問のすすめ」

・自由民権運動

・意欲的に聴き合いをしようと，本

時交流への気持ちを高めている。

基準Ｂに達しない子への支援

・友達の考えのよさとはじめ

の自分の考えを振り返らせ，

考えが変容した点をとらえさ

せる。

＜本時でめざす子どもの姿＞

私は，「オッペケペー節」が大流行したのは，明治政府の

政策で人々の生活が苦しくなり，批判が高まったからだと思

っていたけど，○○さんの「学問のすすめ」の資料から，「文

明開化によって，欧米の新しい考え方が広がり，言論による

運動が高まったから」という考えもよく分かりました。また，

民衆は，よりよい生活を願って自由民権運動を広げていき，

欧米に追いつきたい政府も自由民権運動を認めざるを得な

かったことも分かりました。この点を取り入れて，自分の考

えをつくり直してみたいです。

＜共通点＞

・政府の政策に不満をもっている。

・自分たちの声を政府に届けたい。
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